
次
号
は
５
月
１４
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

春の交通安全運動 啓発キャンペーン

街
頭
で
呼
び
掛
け
や
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布

３０
代
か
ら
９０
代
ま
で
男
女
８０
人
が
熱
戦
�

春
季
守
山
区
Ｇ
・ゴ
ル
フ
協
会
大
会

高
齢
者
や
高
校
生
も
お
手
伝
い

地
域
交
流
へ

                     

わ
た
し
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
展

２９
日
か
ら
来
月
２８
日

松
坂
屋
美
術
館

本
紙
読
者
３
組
６
人
に
招
待
券
を

                     

                     

                     

　
▽
蜂
須
賀
昭
宣
さ
ん
＝
瀬

古
東
１
＝
の
投
稿
写
真
①

　
緑
区
有
松
町
内
（
旧
東
海

道
沿
い
）
の
町
並
み
に
、
各

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
と
い
う

「
お
ひ
な
さ
ん
」
が
飾
ら

れ
、
散
策
す
る
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
大
島
一
義
さ
ん
＝
太
田

井
＝
の
投
稿
写
真
②

　
花
見
に
出
掛
け
た
時
に
遭

遇
し
た
〝
手
乗
り
ブ
ン
チ
ョ

ウ
〟
な
ら
ぬ
〝
二
羽
の
手
乗

り
ス
ズ
メ
〟
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
�
木
治
夫
さ
ん
＝
小
幡

中
１
＝
の
投
稿
写
真
③

　
石
の
カ
エ
ル
―
。
四
十
年

前
、
当
時
〝
家
が
買
え
る
よ

う
に
〟
と
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
で
購
入
し
た
物
で
、
縁

起
物
と
し
て
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
大
脇
加
代
子
さ
ん
＝
金

屋
１
＝
の
投
稿
写
真
④

　
「
ひ
と
夜
に
て
　
で
き
し

桜
花
の
ト
ン
ネ
ル
に
　
樫
木

芽
ぶ
き
　
エ
ー
ル
を
送
る
」

新
守
山
駅
前
の
古
川
沿
い
に

咲
い
た
見
事
な
桜
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
石
原
仁
さ
ん
＝
小
幡
中

３
＝
の
投
稿
写
真
⑤

　
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
が
昨
年
よ

り
少
し
増
え
て
〝
ど
ん
ぐ
り

の
背
比
べ
〟
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「どれにしようかな」子どもた
ちでにぎわう駄菓子のコーナー

上位入賞者の皆さん

サインボードでドライバーに呼び掛ける参加者ら

「
安
全
運
転
で
…
」
買
い
物
客
に

マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
す
団
員
ら

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
創
刊
号
表
紙

　
同
展
の
招
待
券
を
、
本
紙
読

者
三
組
六
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
展
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
二
十
七
日
（水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発

表
に
代
え
ま
す
。

　
「
わ
た
し
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

展
」
（
東
海
テ
レ
ビ
放
送
、
中

日
新
聞
社
主
催
）
が
二
十
九
日

（
金
・
祝
）
―
五
月
二
十
八
日

（
土
）
、
松
坂
屋
美
術
館
＝
中

区
栄
三
＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　
一
九
六
三
年
の

創
刊
以
来
、
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
少

女
ま
ん
が
誌
『
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
』

『
別
冊
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
』
の
半
世
紀

の
足
跡
を
た
ど
る

同
展
。
五
十
年
の

歴
史
を
代
表
す
る
貴
重
な
原
画

を
一
挙
公
開
す
る
ほ
か
、
『
ベ

ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
』
の
オ
ス
カ

ル
と
ア
ン
ド
レ
の
精
緻
な
等
身

大
立
像
が
登
場
す
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
」
「
学
園
も

の
」
「
ギ
ャ
グ
＆
コ
メ
デ
ィ
」

な
ど
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
展
示

で
、
多
彩
な
少
女
ま
ん
が
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
同
展
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

限
定
グ
ッ
ズ
も
数
多
く
並
ぶ
。

　
午
前
十
時
―
午
後
七
時
半

（
最
終
日
は
午
後
六
時
閉

館
）
。
入
場
は
閉
館
三
十
分
前

ま
で
。
前
売
り
券
は
中
学
生
以

上
八
百
円
（
当
日
千
円
）
、
小

学
生
五
百
円
（
同
七
百
円
）
、

未
就
学
児
無
料
。
最
寄
り
の
中

日
新
聞
販
売
店
、
主
要
コ
ン
ビ

ニ
や
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ほ
か
で
取

り
扱
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
東
海
テ
レ
ビ

放
送
事
業
部
＝
☎
（
９
５
４
）

１
１
０
７
（
平
日
、
午
前
十
時

―
午
後
六
時
）
＝
へ
。

　
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

な
ど
で
、
古
い
は
が
き
を
使
用

さ
れ
〝
料
金
不
足
〟
で
届
く
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
郵
送
料
金
を
再
度
ご
確

認
の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
人
と
人
が
つ
な
が
る
場
所
を

願
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
子
ど
も

の
居
場
所
「
つ
な
し
ょ
」
が
昨

年
十
二
月
、
松
坂
町
二
一
六
ノ

二
に
オ
ー
プ
ン
。
試
行
錯
誤
の

準
備
期
間
を
経
て
、
こ
の
ほ
ど

本
格
的
に
動
き
始
め
た
。

　
四
年
前
か
ら
小
幡
緑
地
本
園

で
「
冒
険
遊
び
場
」
を
催
し
て

い
る
会
の
ま
と
め
役
・
中
村
真

由
子
さ
ん
�
�
＝
小
幡
北
＝
ら

が
開
い
た
も
の
。
〝
雨
の
と

き
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
が

な
く
な
る
〟
と
い
っ
た
考
え
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
中
高

生
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
の

助
成
金
を
受
け
る
な
ど
、
資
金

を
調
達
。
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
の
借
家
を

借
り
、
子
ど
も

た
ち
が
思
い
思

い
に
過
ご
せ
る

場
所
と
し
て
開

放
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
中
高
生
と
小

学
生
が
使
え
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
る
ほ
か
、
お

や
つ
の
駄
菓
子

を
販
売
。
食
卓
が
置
か
れ
た
台

所
で
は
不
定
期
な
が
ら
、
忙
し

い
お
母
さ
ん
に
代
わ
っ
て
食
事

を
提
供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」

も
行
っ
て
い
る
。

　
お
も
ち
ゃ
や
本
が
寄
せ
ら
れ

た
り
、
地
域
の
高
齢
者
や
高
校

生
が
手
伝
い
で
訪
れ
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
輪
は
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
「
こ
こ
で
友
達
を
つ
く

っ
て
、
外
で
元
気
に
遊
ん
で
ほ

し
い
」
と
中
村
さ
ん
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
ま
り
に
も
使
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
も
。

　
開
所
時
間
は
、
金
曜
を
除
く

平
日
＝
午
後
三
時
―
同
五
時
、

土
日
＝
午
後
二
時
―
同
五
時
。

守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
南
西

交
差
点
（
小
幡
緑
地
本
園
入
り

口
）
近
く
の
小
さ
な
看
板
を
目

印
に
奥
へ
入
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
つ
な
し
ょ

＝
☎
（
７
９
４
）
１
５
９
０
＝

へ
。

　
「
平
成
�
年
度
春
季
名
古
屋

市
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
大
会
」
（
中
日
新
聞
社

な
ど
後
援
）
が
三
日
、
志
段
味

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
少
年
野
球
場

で
開
か
れ
、
三
十
―
九
十
代
の

男
女
約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
と
し
設
立
二
十
五
周
年
を

迎
え
た
同
協
会
に
よ
る
本
年
度

初
め
て
の
大
会
。
開
会
式
で

は
、
関
美
那
子
会
長
が
四
半
世

紀
の
歴
史
に
つ
い
て
少
し
だ
け

触
れ
、
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

毎
日
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
。
ま
た
、
柴

田
久
司
区
長
は
「
体
を
動

か
し
て
健
康
に
過
ご
す
の

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
桜
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
競
技
が
始
ま
る

と
、
参
加
者
か
ら
は
「
う

ま
い
」
「
あ
ー
」
と
い
っ

た
元
気
な
声
。
ク
ラ
ブ
と

ボ
ー
ル
の
小
気
味
よ
い
音

を
響
か
せ
、
笑
顔
も
見
せ
る
な

ど
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
区

名
）
。

　
①
平
子
勝
行
（
小
幡
）
②
縣

秀
昭
（
志
段
味
西
）
③
安
藤
美

千
代
（
大
森
）
④
木
内
三
夫

（
吉
根
）
⑤
五
十
嵐
繁
（
西

城
）
⑥
後
藤
進
（
瀬
古
）

◇
　
　
　
　
◇

　
ま
た
、
五
月
二
十
二
日

（
日
）
に
三
菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン

ド
＝
小
幡
中
二
＝
で
行
わ
れ
る

「
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
」
の
参
加
者
を
現
在
募

集
し
て
い
る
。

　
区
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

が
対
象
で
参
加
費
千
円
。
開
会

式
は
午
前
九
時
、
小
雨
決
行
と

な
っ
て
い
る
。
申
し
込
み
は
区

役
所
地
域
力
推
進
室
＝
☎
（
７

９
６
）
４
５
２
７
＝
ま
た
は
名

古
屋
市
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
＝
☎
（
７

９
２
）
１
８
８
３
＝
へ
。
二
十

八
日
（
木
）
締
め
切
り
。

　
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
た
。
〝
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
〟
を
運
動
の
重
点
に
、
守
山
区
内

で
も
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

　
吉
根
学
区
で
は
六
日
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
徹
底
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
呼
び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
吉
根
東
交
差
点
で
行
わ
れ
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
四
十
人
以

上
が
参
加
し
た
。

　
本
年
度
交
通
安
全
重
点
推
進

学
区
の
同
学
区
、
守
山
署
と
区

役
所
が
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て

共
催
。
地
域
か
ら
は
、
区
政
協

力
委
員
会
と
連
絡
協
議
会
で
つ

く
る
「
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」

メ
ン
バ
ー
ら
が

集
合
し
た
。

　
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
」
や
「
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
」
な
ど
と
書

か
れ
た
サ
イ
ン

ボ
ー
ド
を
手
に

し
た
参
加
者

は
、
交
差
点
そ

れ
ぞ
れ
の
角
に

分
か
れ
て
整

列
。
署
員
の
笛

の
合
図
に
合
わ
せ
て
高
く
掲

げ
、
数
多
く
行
き
交
う
車
へ
訴

え
た
。

　
同
学
区
区
政
協
力
委
員
会
の

服
部
要
委
員
長
は
「
道
路
は
住

民
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
交

通
事
故
の
減
少
に
つ
な
が
る
と

い
い
」
と
話
し
て
い
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
ま
た
九
日
に
は
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
愛
知
�
団
（
大
平
順
子

委
員
長
）
が
ナ
フ
コ
不
二
屋
小

幡
緑
地
店
＝
小
幡
三
＝
で
、
手

作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
買
い
物
客

に
配
る
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
こ
と
し
も
催
し
た
。

　
区
内
を
拠
点
に
し
た
活
動
を

行
う
同
団
が
、
三
十
年
以
上
続

け
て
い
る
も
の
。
団
員
を
は
じ

め
、
県
の
交
通
安
全
大
使
に
な

っ
た
守
山
区
〝
モ
リ
ス
ち
ゃ

ん
〟
と
愛
知
県
警
〝
コ
ノ
ハ
け

い
ぶ
〟
両
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
ら

二
十
人
が
集
ま
っ
た
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
毛
糸
で
帽

子
（
事
故
防
止
）
や
、
フ
ェ
ル

ト
で
ウ
サ
ギ
（
音
を
し
っ
か
り

聞
い
て
）
を
か
た
ど
っ
た
も
の

な
ど
を
手
作
り
し
、
交
通
安
全

へ
の
願
い
を
込
め
た
。

　
参
加
者
は
店
の
出
入
り
口
で

「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
掛
け
て
、
マ
ス
コ

ッ
ト
を
手
渡
し
。
受
け
取
っ
た

人
か
ら
は
「
あ
り
が
と
う
」

「
か
わ
い
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
、
笑
顔
も
見
ら
れ
た
。

　
団
員
の
小
川
莉
奈
さ
ん
（
大

森
小
一
年
）
は
「
最
初
は
ド
キ

ド
キ
し
た
け
ど
、
慣
れ
て
き
た

ら
楽
し
か
っ
た
」と
に
っ
こ
り
。

ま
た
、
伊
藤
彩
夏
さ
ん
（
廿
軒

家
小
一
年
）
は
「
お
客
さ
ん
に

い
っ
ぱ
い
配
れ
て
、
う
れ
し

い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。
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